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第43号 〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
29
年
12
月
11
日
（
月
）

〜
16
日
（
土
）
11
：
00
〜
18
：
30
（
最

終
日
は
15
：
00
）。
※
搬
入
は
12
月
10
日

（
日
）
10
：
00
か
ら
。

▼
会
場
：
文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
左
記
）

▼
出
展
料
：
一
人
２
千
円
（
２
点
ま

で
）。
２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ

ス
１
千
円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ

れ
に
準
じ
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間

２
千
円
（
準
備
、
撤
収
時
間
含
）。

▼
懇
親
会
：
搬
入
日
の
12
月
10
日
（
日
）

17
：
00
か
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
会

費
は
４
０
０
０
円
程
度
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切
：
11
月
12
日
（
日
）。

▼
申
込
＆
問
合
せ
先
：
三
浦
千
波
さ
ん

（
Ｓ
50
卒
）。
〒
２
１
１-

０
０
３
５  

川

崎
市
中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話
（
０
４
４
）
７
９
７
・２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、

各
出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
し
ま
す
。

2017白堊芸術祭

昨年の参加者（2016.10.21 ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎）

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

  〈2017年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
● 10月20 日（金）「在京白堊会ゴルフ大会」
 （会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市） 〈1面〉
● 12月11 日（月）-16 日（土）「白堊芸術祭」
 （会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町） 〈1面〉
● 12月16 日（土）   「白堊歌会」
 （宮沢賢治と五行歌の朗読会：文房堂ギャラリー） 〈4 面〉
●平成30年2月11日（日）「歌の祭り」
 （会場：ブルーテイ Music and Chinese Tea／渋谷区笹塚） 〈4 面〉
●平成30年3月3日（土）「メディカルクラブ総会」
 （会場：東京ドームホテル／文京区後楽） 〈5 面〉
 ※ご質問、お問い合わせは事務局 03-6404-6379へお気軽にどうぞ。

 

白
堊
文
化
の
発
信
10
周
年
を
盛
大
に
ア
ピ
ー
ル
！  

 

「
白
堊
芸
術
祭
」　
12
月
11
日
■
〜
16
日
■ 

文
房
堂（
神
田
神
保
町
）
で
開
催

　

「
白
堊
芸
術
祭
」
は
今
年
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会
場
は

２
０
１
３
年
の
第
６
回
以
降
、
広
い
神
田
駿
河
台
下
の
文ぶ

ん
ぽ
う
ど
う

房
堂
に

定
着
。
絵
画
・
書
・
彫
刻
・
陶
芸
・
写
真
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、

朗
読
や
演
奏
・
歌
唱
・
文
学
講
座
な
ど
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
出
展
、
ご
出
演
、
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
10
周
年
を
盛
大
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

文房堂ギャラリー
〒 101-0051　
千代田区神田神保町 1-21-1 
文房堂ビル 4 Ｆ
Tel: 03-5282-7941

（会場直通 : 会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445

（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
＊ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メトロ
半蔵門線、都営三田線、新宿線）A7
出口、徒歩 3分／JR「御茶ノ水」駅 御茶
ノ水橋口、徒歩10 分

月

土

　

申
込
み
締
切
り
は
９
月
29
日（
金
）

で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
今
す
ぐ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

〈
開
催
概
要
〉

▼
開
催
日
：
平
成
29
年
10
月
20
日
（
金
）

▼
会
場
：
ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

▼
申
込
み
先
及
び
申
込
み
締
切
り
：

①
氏
名 

②
卒
業
年
次 

③
連
絡
先
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号 

④
チ
ー

ム
の
場
合
代
表
者
氏
名 

⑤
送
迎
バ
ス
利

用
の
有
無
を
明
記
の
上
、９
月
29
日（
金
）

ま
で
に
郵
送
、メ
ー
ル
or
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
担
当

幹
事
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

▼
申
込
み
先
：
本
年
の
担
当
幹
事
：
金

山
文
彦
・
間
瀬
隆
男
さ
ん（
Ｓ
36
卒
）

①
郵
送
：
〒202-0023 

東
京
都
西
東
京

市
新
町1-4-5-908

（
金
山
文
彦
さ
ん
宛
）

②
メ
ール：hiko1022@

aioros.ocn.ne.jp

（
金
山
）③Tel&Fax

：0422-27-7841

（
金
山
）

※
実
施
要
項
等
、
詳
細
は
担
当
幹
事
か

ら
参
加
申
込
者
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

2016 年12月14日、白堊芸術「歌の祭り」

会場設営日、書の展示コーナーにて（2016.12.11）白堊芸術祭最終日 打ち上げ風景（2016.12.17）

10
月
20
日（
金
）
│
│

ザ・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

　会場地図
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宮沢賢治詩碑説明板除幕式に集った皆さんと説明板（写真右）

●
母
校
の
賢
治
詩
碑
前
に
説
明
板

　

疾
風
会
が
卒
業
50
周
年
記
念
に
設
置

  

今
年
、
卒
業
50
周
年
を
迎
え
た
昭
和

42
年
卒
疾
風
会
が
、
記
念
と
し
て
母
校

の
宮
沢
賢
治
詩
碑
前
に
説
明
板
を
設
置
、

６
月
25
日（
日
）除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

諸
君
は
こ
の
颯
爽
た
る

　
諸
君
の
未
来
圏
か
ら
吹
い
て
来
る

　
透
明
な
清
潔
な
風
を
感
じ
な
い
の
か
　

　

「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」
と
題
す
る
賢

治
の
未
定
稿
詩
の
中
の
一
節
が
刻
ま
れ

た
こ
の
詩
碑
は
、

 

平
成
８
（
１
９
９
８
）年

宮
沢
賢
治
生
誕
百
年
を
記
念
し
、
盛
中
・

盛
岡
一
高
Ｏ
Ｂ
の
建
築
設
計
関
係
者
有

志
の
会
で
あ
る
白
堊
建
設
会
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

除
幕
式
は
川
上
圭
一
校
長
や
現
役
生

徒
ら
に
も
ご
列
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
帰
盛
の
機
会
が

あ
り
ま
し
た
な

ら
、
母
校
に
足

を
伸
ば
し
、
ぜ

ひ
見
学
し
て
見

て
く
だ
さ
い
。

　
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

自
由
な
白
堊
の
精
神
を
引
き
出
す 

鈴
木
文
彦
さ
ん

　

来
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
在
京
白
堊
会
は
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
誌
を
発
行
す
る
。
編
集
委
員

長
と
し
て
そ
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
の
が
、
文
藝
春
秋
で
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
選
考
に
も
深
く
関
わ
っ
て
き
た
鈴
木
文

彦
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）。「
東
京
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
」「
岩
手
県
人
連
合
会
」
の
会
長
を
務
め
る
な
ど
ふ
る
さ
と
盛
岡
・

岩
手
の
Ｐ
Ｒ
の
先
頭
に
立
ち
、
絆
を
深
め
て
い
る
。
そ
の
ふ
る
さ
と
愛
の
原
点
を
伺
っ
た
。 （
聞
き
手
・
山
田
武
秋
）

在京白堊会50周年記念誌
編集長にインタビュー

●
３
・
11
が
結
ん
だ
絆

　

∣
３
・
11
が
故
郷
と
の
絆
を
強

く
し
た
と
お
伺
い
し
て
い
ま
す
が
。

鈴
木
　

私
は
東
日
本
大
震
災
が

あ
っ
た
２
０
１
１
年
の
６
月
に
勤

め
て
い
た
文
藝
春
秋
を
退
社
し
ま

し
た
。
す
る
と
東
京
盛
岡
ふ
る
さ

と
会
の
事
務
局
を
兼
ね
て
い
る
盛

岡
市
東
京
事
務
所
の
中
川
所
長
が

訪
ね
て
来
て
「
暇
に
な
る
ん
だ
か

ら
東
京
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
の
会
長

に
な
っ
て
く
れ
」
と
言
う
ん
で
す
。

盛
岡
市
と
は
前
か
ら
啄
木
学
級
の

講
師
に
井
上
ひ
さ
し
さ
ん
を
紹
介

す
る
な
ど
、
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

３
・
11
の
大
震
災
が
あ
っ
て
私
も

な
に
か
故
郷
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

矢
先
で
し
た
。
そ
こ
で
一
年
間
の

準
備
期
間
を
い
た
だ
き
、
翌
年
10

月
か
ら
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。３
・

11
が
な
け
れ
ば
、
こ
う
い
う
関
わ

り
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

∣
そ
の
後
、
盛
岡
・
岩
手
と
の

関
わ
り
が
多
く
な
り
ま
し
た
ね
。

鈴
木
　

東
京
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
の

ご
縁
で
今
年
４
月
か
ら
岩
手
県
人

連
合
会
の
会
長
も
や
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
在
京
白
堊
会
な
ど
岩

手
の
学
校
や
市
町
村
の
在
京
組
織

の
連
合
会
で
、
10
年
ほ
ど
前
ま
で

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
が
会
長
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
は
私
に
は

師
父
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
か
ら
、

そ
の
お
導
き
と
思
っ
て
引
き
受
け

ま
し
た
。
野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す

記
念
館
の
運
営
委
員
は
、
10
周
年

記
念
に
本
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
３
年
ほ
ど
前
に
太
田
愛
人
先

輩
（
Ｓ
20
卒
）
に
引
っ
張
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

∣
２
０
１
４
年
に
、
野
村
胡
堂
・

あ
ら
え
び
す
記
念
館
の
20
周
年
記

念
と
し
て
野
村
胡
堂
の
『
銭
形
平
次

捕
物
控
傑
作
選
』全
３
巻
を
ま
と
め
、

文
春
文
庫
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
　

編
集
長
時
代
を
含
め
私
は

『
オ
ー
ル
讀
物
』
が
長
か
っ
た
の
で

す
が
、
胡
堂
さ
ん
に
は
『
オ
ー
ル
讀

物
』
創
刊
か
ら
32
年
間
書
い
て
い

た
だ
き
、特
別
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

∣
『
北
の
文
学
』
の
編
集
委
員
に

就
任
さ
れ
た
の
は
い
つ
で
し
た
か
。

鈴
木
　

高
橋
克
彦
さ
ん
の
代
わ
り

に
、
昨
年
春
か
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　

∣
芥
川
賞
、
直
木
賞
と
『
北
の

文
学
』
の
選
考
に
違
い
は
あ
り
ま

す
か
。

鈴
木
　

芥
川
賞
、
直
木
賞
は
選
考

会
が
年
２
回
あ
り
ま
す
が
、
私
は

退
職
す
る
ま
で
そ
の
選
考
に
70
回

ほ
ど
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
慣
例

で
芥
川
賞
は
『
文
藝
春
秋
』
の
編

集
長
、
直
木
賞
は
『
オ
ー
ル
讀
物
』

の
編
集
長
が
選
考
会
の
司
会
を
し

ま
す
が
、
直
木
賞
の
司
会
を
10
回

行
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
で
言
え

ば
、
良
い
作
家
を
発
掘
す
る
と
い
う

意
味
で
は
、
芥
川
賞
、
直
木
賞
も

『
北
の
文
学
』
も
本
質
的
に
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。『
北
の
文
学
』
に
は

『
北
の
文
学
』
の
よ
さ
も
あ
り
ま
す
。

受
賞
作（
優
秀
作
）ば
か
り
で
な
く
、

入
選
作
も
５
本
く
ら
い
掲
載
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
普
通
、
掲
載
は
受

賞
作
だ
け
で
す
。
同
人
誌
の
色
彩

が
濃
い
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
誇
っ
て

よ
い
で
す
よ
。
今
度
75
号
で
す
が
、

長
く
続
い
て
い
る
だ
け
の
理
由
は

あ
り
ま
す
。

●
学
ん
だ
こ
と
を
次
代
に
伝
え
る

　

∣
記
念
誌
の
編
集
長
は
内
村
前

会
長
の
ご
指
名
だ
っ
た
と
か
。

鈴
木
　

そ
う
で
す
。
幼
稚
園
か
ら
一

年
先
輩
の
内
村
泰
さ
ん
か
ら
、
東
京

盛
岡
ふ
る
さ
と
会
に
協
力
す
る
の

で
お
前
も
在
京
白
堊
会
に
協
力
し

ろ
と
バ
ー
タ
ー
で
持
ち
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
編
集
者
は
自
分
が
表

に
で
る
の
で
は
な
く
、
裏
方
と
し
て

作
家
を
引
き
立
て
る
の
が
仕
事
と

考
え
て
い
た
の
で
、
断
る
理
由
を

見
つ
け
ら
れ
ず
に
受
け
た
の
で
す

が
、
そ
の
彼
が
志
半
ば
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
岩
手
県
人
連
合
会
に

し
て
も
内
村
さ
ん
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
の
感
じ
な
の
で
す
。
　

　

∣
編
集
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

抱
負
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　

文
藝
春
秋
に
学
ん
だ
こ
と

の
一
つ
に
、作
り
手
が
面
白
い
と
思

わ
な
い
も
の
は
当
然
読
者
も
面
白
い

と
思
わ
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
と
き
の

編
集
部
が
面
白
い
ネ
タ
を
探
し
、
面

白
い
味
つ
け
を
し
て
、
面
白
が
っ
て

作
ら
な
い
と
面
白
い
雑
誌
に
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

記
念
誌
は
雑
誌
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
も
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
あ
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
作
る
気

持
ち
は
同
じ
な
は
ず
で
す
。
幸
い
に

も
こ
の
自
由
に
考
え
面
白
が
る
感

覚
は
、
白
堊
の
進
取
の
精
神
に
通
じ

る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

　

在
京
白
堊
会
の
み
な
さ
ん
お
一

人
お
一
人
に
本
気
で
燃
え
て
も
ら

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ど
う
せ

な
ら
、
生
き
た
50
年
史
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

在
京
白
堊
会
50
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
長

鈴木文彦さん（S40卒）。
文藝春秋で「スポーツ グラ
フィックNumber」「オール讀
物」各編集長、文藝編集局長、
常務取締役などを歴任。
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2017総会報告

　

平
成
29
年
５
月
13
日
（
土
）、
第

49
回
在
京
白
堊
会
総
会
が
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
荒
天
に
も
関
わ
ら
ず
３
３
１

人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
は
、４
月
に
着
任

さ
れ
た
盛
岡
一
高
の
川
上
圭
一
校

長
先
生
と
、
白
堊
同
窓
会
の
谷
村
邦

久
会
長
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
白
堊
健
児
よ 

世
界
に

挑
め
！
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
楽
し

く
、
次
代
に
つ
な
が
る
総
会
を
目
指

し
ま
し
た
。
世
界
で
活
躍
す
る
映
画

監
督
の
大
友
啓
史
さ
ん
に
企
画
協
力

い
た
だ
き
、
各
地
で
活
躍
す
る
昭
和

60
年
卒
同
期
や
若
手
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
注
目
を
集
め
る
小
井
土
文
哉

さ
ん
（
Ｈ
26
卒
）
と
の
対
談
、「
世

界
」「
岩
手
」「
若
手
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
テ
ー
ブ
ル
で
の
歓
談
、
盛
岡
の

食
文
化
を
代
表
す
る「
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」

と
、「
福
田
パ
ン
」
の
流
れ
を
く
む

「
吉
田
パ
ン
」
の
店
主
登
壇
、
さ
ら

に
は
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦「
か
が
」

の
遠
藤
昭
彦
艦
長
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
教
育
事
業
を
推
進
す
る
及
川

孝
信
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
新
卒
上

京
生
を
招
待
す
る
な
ど
し
て
、
40

人
を
超
え
る
平
成
卒
の
同
窓
生
に
も

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
最
後

に
は
、
例
年
同
様
、
校
歌
を
歌
い
上

げ
ま
し
た
。

白
堊
健
児
よ
、
世
界
に
挑
め
！

 
〜
３
３
１
人
が
参
加
、
盛
大
に
開
催

　
　

日
時
：
平
成
29
年
5
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　

講
演
会
・
総
会
15
：
00
〜
、
懇
親
会
18
：
00
〜

　
　

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）

盛岡一高
川上圭一校長（S52卒）

白堊同窓会
谷村邦久会長（S41卒）

映画監督
大友啓史さん（S60卒）

大友啓史さん（S60卒）が講師を務めた講演会

最後は恒例の校歌斉唱 平成年次卒業の若い OB・OG も大勢参加

今年の総会幹事 S60卒の皆さん。ありがとうございました！ 来年の総会幹事S61卒の皆さん。来年の50回記念総会をよろしく！

　

次
回
の
第
50
回
在
京
白
堊
会
総

会
は
、
平
成
30
年
５
月
19
日
（
土
）、

日
暮
里
の
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で

開
催
の
予
定
で
す
。
昭
和
61
年
卒

業
の
皆
さ
ん
が
「
在
京
白
堊
祭
〜
大

人
の
文
化
祭
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

既
に
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
来
年

の
総
会
で
皆
様
に
再
び
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。 
（
昭
和
60
年
卒
幹
事
団
一
同
）

anecco.（銀プラ応援女子会）が特製グッズを販売 S61卒同期と小井戸文哉さん（H26卒・右）を交えての座談会
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第17回「歌の祭り」の参加者（2017.7.30 ブルーティ）

盛岡で開催された初の「歌の祭り」の参加者（2017.6.25 アンサンブル）

「
歌
の
祭
り
」盛
岡
で
熱
く
開
催

６
月
25
日
㈰ 
於
：
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
歌
の
祭
り
」
報
告

　

盛
岡
市
大
通
り
二
丁
目
の
レ
ス
ト

ラ
ン
、ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、６
月
25
日

（
日
）、
盛
岡
で
初
め
て
の
「
歌
の

祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
地
元
の
方
が
受
付
開
始
よ
り
大

分
早
く
来
店
。
盛
岡
、
在
京
合
わ

せ
て
42
名
（
盛
岡
29
名
、在
京
13
名
）

の
方
々
が
５
時
間
に
及
ぶ
ピ
ア
ノ

伴
奏
で
歌
う
ひ
と
時
を
堪
能
し
ま

し
た
。
最
初
の
企
画
目
標
の
交
流

を
活
性
化
さ
せ
る
緒
に
つ
い
た
と

思
い
ま
す
。
参
加
年
齢
幅
も
28
年
、

演
奏
ジ
ャ
ン
ル
も
幅
広
く
、
元
気

よ
く
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
歌
唱
で
祭
り

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
し
た
。

　

７
月
30
日
（
日
）
恒
例
の
夏
の

歌
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
25
名

が
参
加
（
23
名
演
奏
）。
参
加
者
は

毎
回
各
自
の
新
曲
を
２
曲
披
露
し

ま
す
の
で
、
回
を
重
ね
て
も
い
つ

も
新
鮮
。
31
年
卒
か
ら
51
年
卒
ま

で
世
代
を
超
え
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
個
で
演
じ
全
員
で
そ
れ

を
楽
し
む
の
が
「
歌
の
祭
り
」。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
18
回
「
歌
の
祭
り
」
を
下
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
歌
の
ジ
ャ

「
歌
の
祭
り
」
初
の
盛
岡
開
催
で
相
互
の
交
流
を
深
め
る

「
歌
の
祭
り
」恒
例
の
夏
祭
り

７
月
30
日
㈰ 

於
：
ブ
ル
ー
テ
ィ

第
18
回
「
歌
の
祭
り
」

平
成
30
年
２
月
11
日
㈰ 

ブ
ル
ー
ティ

「
歌
の
祭
り
」
参
加
者
募
集

ン
ル
を
問
わ
ず
祭
り
を
楽
し
む
趣

旨
で
す
。
50
年
代
、
60
年
代
卒
の

皆
さ
ん
振
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

期
日
：
２
０
１
８
年
２
月
11
日
（
日
）

受
付
開
始:

11
時
30
分

開
演
：
12
時
　

終
演
：
17
時

会
場
：
ブ
ル
ー
テ
イ  M

usic and 
C

hinese Tea 

渋
谷
区
笹
塚1-61-8

1F 　

Tel. 03-3375
-1474

会
費
：
５
千
円
（
各
自
の
飲
食
費
）

エ
ン
ト
リ
ー
曲
数
：
お
１
人
２
曲
以
内

申
し
込
み
先
：
35
年
卒 

大
内
秀
之

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢5

-30
-5

Tel.090-4729-2419 　
　

E-m
ail

：civ04580@
rio.odn.ne.jp

申
し
込
み
締
切
：
２
０
１
８
年
１
月

10
日
（
水
）

　

白
堊
芸
術
祭
に
「
歌
の
祭
り
」
有

志
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
す
。
12
月

14
日
、
14
時
開
演
で
す
（
16
時
ま

で
）。
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

有
志
に
よ
る「
歌
の
祭
り
」

12
月
14
日
㈭ 

14
時 

白
堊
芸
術
祭

白
堊
歌
会

宮
沢
賢
治
の
童
話
と
歌
の
朗
読

12
月
16
日
㈯ 

13
時 

白
堊
芸
術
祭

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
歌
会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
白
堊
歌
会
は
、
２
カ
月
に
１

回
、
会
員
の
作
品
を
「
白
堊
歌
会

の
部
屋
」
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
掲
示
板
は
「
白
堊
應
援
團
」

サ
イ
ト
内
に
あ
り
、「
ｅ
在
京
白
堊

会
」
の
リ
ン
ク
か
ら
訪
問
で
き
ま

す
。
五
行
歌
は
じ
め
、短
歌
、俳
句
、

川
柳
、
詩
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
投
稿
で

き
ま
す
の
で
、
ご
寄
稿
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
年
に
１

〜
２
回
、
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
堊
歌
会
は
12
月
16
日

（
土
）
の
白
堊
芸
術
祭
最
終
日
、
恒

例
と
な
っ
た
野
口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ

40
卒
）
に
よ
る
宮
沢
賢
治
の
童
話

「
黄
い
ろ
の
ト
マ
ト
」
と
会
員
作
品

を
朗
読
を
行
い
ま
す
。
野
口
さ
ん

は
昨
年
、
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
奨
励
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
魂
の
こ
も
っ

た
す
ば
ら
し
い
朗
読
を
聴
き
に
、

ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
白
堊
芸
術
祭
最
終
日
の

野
口
さ
ん
の
朗
読
会
の
あ
と
は
、

玉
澤
健
児
さ
ん
（
Ｓ
43
卒
）
と
そ

の
仲
間
に
よ
る
楽
し
い
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
も
行
わ
れ
ま
す
。

昨年の野口田鶴子さん（中央）による
宮沢賢治と会員の作品の朗読会
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故・小川達雄さん
（2016.12.14）

第4回在京白堊メディカルクラブ総会懇親会（2017.3.4）

次
回
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ
総
会
は

来
春（
Ｈ
30
年
）３
月
３
日
㈯
開
催

在
京
白
堊
メ
ディ
カ
ル
ク
ラ
ブ

　

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ

は
、
在
京
の
白
堊
同
窓
生
で
医
療
関

係
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
皆
様
の

親
睦
を
深
め
、
在
京
白
堊
会
全
体
に

も
奉
仕
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
年
一
回
の
総
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
平
成
29
年
３
月
４

日
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
て
第
４

回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
27
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和

47
年
卒
志
和
利
彦
先
生
（
日
本
医

科
大
学
眼
科
教
授
）
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
あ
と
、
懇
親
会
で
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
で
す
が
、
平
成
30

年
３
月
３
日
18
時
30
分
よ
り
東
京

ド
ー
ム
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
５
回

在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
総

会
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

医
療
連
携
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
講
演
、
総
会
の
後
、

懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
奮
っ
て
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
49
回
在
京

白
堊
会
総
会
に
お
い
て
例

年
通
り
「
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
つ
い
に
二
桁
と

な
る
10
名
の
会
員
か
ら
の

御
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
来
年
の
総
会
で
も
開

設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
相

談
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、

総
会
に
お
い
で
の
際
に
は

お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

●
在
京
白
堊
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局

志
和
成
紀
（
Ｓ
58
卒
）

國
本
　

 

聡
（
Ｓ
57
卒
）

　

第
13
回
在
京
白
堊
レ
ディ
ス
会
が

６
月
24
日
（
土
）、
銀
座
の
「
サ
ン

ミ 

高
松
本
店
」
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
20
名
の
予

定
で
し
た
が
、
当
日
体
調
を
崩
し

て
一
人
欠
席
で
19
名
で
し
た
。
そ

の
う
ち
今
年
初
め
て
の
参
加
者
は

在
京
白
堊
会
の
Ｈ
Ｐ
で
岩
瀬
さ
ん

の
講
演
を
ぜ
ひ
聴
き
た
い
と
急
遽

申
し
込
ま
れ
た
葛
巻
出
身
の
辻
田

さ
ん
１
名
で
し
た
。

　

記
念
撮
影
の
後
、
お
い
し
い
フ

ラ
ン
ス
料
理
を
堪
能
し
つ
つ
、
自

然
に
卒
業
年
度
ご
と
に
着
席
し
た

様
子
の
席
順
で
お
し
ゃ
べ
り
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。
今
年
の
ゲ
ス
ト

は
昭
和
48
卒
の
岩
瀬
佐
千
世
さ
ん
。

長
い
あ
い
だ
監
査
法
人
で
会
計
監

査
の
お
仕
事
に
従
事
、
12
年
前
に

突
然
、
岩
手
葛
巻
の
実
家
の
山
林

を
承
継
、
山
林
業
に
従
事
す
る
こ

と
に
な
っ
た
後
の
お
話
を
「
く
ず

ま
き
里
山
と
炭
焼
き
を
守
る
」
と

題
し
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
ま
た
こ
の
会
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

 

戸
来
ソ
ウ
子
（
Ｓ
40
卒
）

ゲ
ス
ト
に
岩
瀬
左
千
世 

さ
ん

６
月
24
日
㈯  

於
：
銀
座  

サ
ン
ミ

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

（
Ｓ
48
卒
）

第13回在京白堊レディス会に参加された皆さん（2017.6.24 銀座　サンミ 高松本店）

講師をつとめた
岩瀬佐千世さん（S48卒）

鈴木さんが4頁にわた
り特集されたゴルフ雑
誌の記事の一部

●
鈴
木
昭
久
さ
ん
（
Ｓ
20
卒
）
　

　

『
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
に
登
場

　

現
在
89
歳
。
昭
和
20
年
卒
の
鈴
木
昭

久
さ
ん
が
週
刊
『
ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
』
５
／
９
・
16
合
併
号
の
特
集
「
高

松
志
門
の
ゆ
る
ゆ
る
打
法
　

88
歳
で

２
０
０
Ｙ
！
力
が
抜
け
れ
ば
こ
ん
な
に

飛
ぶ
」
に
登
場
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん

は
今
で
も
週
３
回
は
ゴ
ル
フ
を
や
ら
れ
、

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会
で
も
優
勝
や

ド
ラ
コ
ン
の
常
連
で
す
。
こ
の
記
事
は

　
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

「
ｅ
在
京
白
堊
会
」Ｈ
Ｐ
の「
ゴ
ル
フ
大
会
」

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
毎
日
新
聞
で
母
校
Ｏ
Ｂ
紹
介
記
事

　

全
８
回
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
中

　

毎
日
新
聞
東
北
６
県
共
通
地
域
面

の
「
ぐ
る
っ
と
東
北
・
母
校
を
た
ず

ね
る
」で
、８
月
４
日
か
ら
盛
岡
一
高

が
全
８
回
の
予
定
で
連
載
中
で
す
。

登
場
人
物
は
在
京
Ｏ
Ｂ
に
限
り
ま
せ

ん
が
、
第
２
回
は
斎
藤
環
さ
ん
（
Ｓ

55
卒
）で
し
た
。
原
則
毎
週
金
曜
日

の
掲
載
で
９
月
29
日（
金
）が
最
終

の
第
８
回
と
な
り
ま
す
。
こ
の
記
事

は
「
ぐ
る
っ
と
東
北
・
母
校
を
た
ず

ね
る
」
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
小
川
達
雄
さ
ん（
Ｓ
22
卒
）ご
逝
去

　

６
月
23
日
、
不
帰
の
人
に

　

宮
沢
賢
治
の
研
究
な
ど
で
知
ら

れ
る
小
川
達
雄
さ
ん
が
６
月
23
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ

の
白
堊
芸
術
祭
で
の
ご
講
演
が
「
最

終
講
義
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
前
号
参
照
）。
今
年
も
講
演
を
さ

れ
る
予
定
で
し
た
の
で
残
念
で
す
。

母
校
を
こ
よ
な
く
愛
し
、土
人
（
猛

者
）踊
り
の
起
源
な
ど
に
も
詳
し
く
、

白
堊
魂
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
よ

り
ご
冥
福

を
お
祈
り

い
た
し
ま

す
。
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会
長
の
ご
指
名
だ
っ
た
と
か
。

鈴
木
　

そ
う
で
す
。
幼
稚
園
か
ら
一

年
先
輩
の
内
村
泰
さ
ん
か
ら
、
東
京

盛
岡
ふ
る
さ
と
会
に
協
力
す
る
の

で
お
前
も
在
京
白
堊
会
に
協
力
し

ろ
と
バ
ー
タ
ー
で
持
ち
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
は
編
集
者
は
自
分
が
表

に
で
る
の
で
は
な
く
、
裏
方
と
し
て

作
家
を
引
き
立
て
る
の
が
仕
事
と

考
え
て
い
た
の
で
、
断
る
理
由
を

見
つ
け
ら
れ
ず
に
受
け
た
の
で
す

が
、
そ
の
彼
が
志
半
ば
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
岩
手
県
人
連
合
会
に

し
て
も
内
村
さ
ん
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー
の
感
じ
な
の
で
す
。
　

　

∣
編
集
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

抱
負
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
　

文
藝
春
秋
に
学
ん
だ
こ
と

の
一
つ
に
、作
り
手
が
面
白
い
と
思

わ
な
い
も
の
は
当
然
読
者
も
面
白
い

と
思
わ
な
い
。
だ
か
ら
そ
の
と
き
の

編
集
部
が
面
白
い
ネ
タ
を
探
し
、
面

白
い
味
つ
け
を
し
て
、
面
白
が
っ
て

作
ら
な
い
と
面
白
い
雑
誌
に
な
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

記
念
誌
は
雑
誌
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
も
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
あ
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
作
る
気

持
ち
は
同
じ
な
は
ず
で
す
。
幸
い
に

も
こ
の
自
由
に
考
え
面
白
が
る
感

覚
は
、
白
堊
の
進
取
の
精
神
に
通
じ

る
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

　

在
京
白
堊
会
の
み
な
さ
ん
お
一

人
お
一
人
に
本
気
で
燃
え
て
も
ら

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。ど
う
せ

な
ら
、
生
き
た
50
年
史
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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●
第
１
回
「
先
輩
を
囲
む
会
」

　

９
月
16 
日
㈯ 

第
50
回
総
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催

  

来
年
の
総
会
は
節
目
の
第
50
回
と
な
る
。
昭
和
61

年
卒
の
総
会
幹
事
年
次
は
「
大
人
の
文
化
祭
」
を

テ
ー
マ
に
、プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
９
月
16
日（
土
）、

元
会
長
の
及
川
昭
伍
さ
ん（
Ｓ
25
卒
）を
迎
え「
先
輩

を
囲
む
会
」
を
開
く
。
各
界
で
活
躍
し
た
先
輩
を
後

輩
た
ち
が
囲
み
、
人
生
の
苦
楽
や
体
験
を
聞
い
て
仕

事
や
今
後
の
進
路
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
白
堊
Ｏ

Ｂ
同
士
の
新
た
な
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
企
画
し

て
い
る
。
こ
の
会
報
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
、
今
後

も
何
度
か
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
在
京
白
堊
会
公
式

Ｈ
Ｐ
に
開
催
が
告
知
さ
れ
る
が
、
定
員
が
あ
る
の
で

日
々
チ
ェ
ッ
ク
し
早
め
に
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
。

平
成
29
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方
は
、

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２
，０
０
０
円
の

お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、
ご
容
赦
下
さ
い
。

お願い 　
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

　
編
集
後
記

▼
同
窓
会
に
も
変
化
の
潮
目
が
あ
る
よ
う
だ
。
当
会

の
場
合
、
最
近
の
潮
目
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
２
０
０
人
集
め
れ
ば
成
功

と
さ
れ
た
総
会
が
一
挙
に
３
０
０
人
を
超
え
、
以
降

そ
の
水
準
が
標
準
に
な
っ
た
。
絆
を
求
め
る
社
会
の

反
映
と
も
言
え
る
が
、
幹
事
年
次
ほ
か
裏
方
の
努
力

も
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。
記
念
す
べ
き
50
回
総
会
を

目
前
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
始
ま
っ
た
。
新
た
な
変
化

の
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
。
嬉
し
い
限
り
だ
が
、関
係
者

に
は
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
た
い
。杞
憂
と
も
思
う
が
、親
睦
の
会
が
本

業
の
支
障
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

▼
１
月
に
啄
木
研
究
家
の
遊
座
昭
吾
さ
ん
、６
月
に
宮

沢
賢
治
研
究
家
の
小
川
達
雄
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

お
二
人
は
元
よ
き
同
僚
で
あ
り
、研
究
者
と
し
て
も
よ
き

ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
。こ
の
訃
報
に
時
代
の
大
き
な
潮
目

を
感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
合
掌




